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＜連絡事項＞

・駒木　洋士様　～29日の問診で、メインター点鼻薬処方となっています。本人持ちとし　　　　　　　　ていますので、毎食後、行っているか確認してください。又、鼻閉に　　　　　　　　　　ついては、軽減してきている様子です。症状の観察をしていきましょ　　　　　　　　　　う。

・大橋　照子様　～減薬してから入眠時間が遅く、2～3時頃に眠っている事が多いです。　　　　　　　　　夜中２時に起きてニュースを見たりと不安定さみられています。問診　　　　　　　　　時には「薬を減らしてください」「早く高校や大学を卒業して営業の　　　　　　　　　仕事がしたい」等と話し、現実検討がない事を指摘されています。外　　　　　　　　　出については、今は、非現実的な発言などがある為、出来ない事を告　　　　　　　　　げられています。服薬の変更はなく、1週間様子を見るとの事。

　　　　　　　　　夜間の睡眠状態を観察し、遅い場合は早めに就床するよう促し、非

                  現実的な発言がある場合は、現実に目を向けられるよう非現実的で

ある事を伝え、気付いて頂けるように関わっていきましょう。

・本多　富美様　～本日、青明舎の祭りに参加する為、外出していますが、時間が早くま

　　　　　　　　　だ始まっていない為、スタッフが、知り合いの人達と話をしていきませんかと促していますが、拒否し、すぐに帰ってきています。また、

　　　　　　　　　すぐに「疲れた」と話しています。最近、体重の変動が少なくなってきており、落ち込んだり、自分の中に不満を閉じ込めてしまっている様子ですので時間を取り、関わっていきましょう。

・稲垣　恵利子様～医療保護入院から任意入院へ本人、家族の了承あり、切り換えとなり

　　　　　　　　　ます。近日中に、ソーシャルワーカーから主治医へ報告します。

　　　　　　　　　また、御家族が、外泊等では夕方連れて行き翌日朝の9：30には帰院する、面会へは殆んど来られないなど非協力的です。お盆が近い事もあり、外泊を勧め、8月30日に家族教室も予定されているので、声をかけてみましょう。電話を掛けて下さい。

＜学術研究発表の案＞

・日常生活支援チェック表を活用してみて、

　チェック表を外してみてその後の経過について

・新井圭次様がスッタッフの耳をかじられた事件時の対応

・今回退院する方が多くどのようにして行ったか

・北山幸博様のケースから学ぶ事→アンケートを取るなど

　※学術研究発表については、8月1日（月）午前中までにもっと意見がある方は、鶴ヶ崎

へ案を話してください。

　　その日のカンファレンスで決定し、主任へ報告します。

＜日常生活支援プログラム評価・検討＞

・新井　圭次様　～私物の整理は出来ており、洗濯物もためる事なく行っています。補整面では、髭剃りが剃り残しがあったりと出来ていないことあります。

　　　　　　　　　本人と話し合って伸びていることを伝え行ってもらいましょう。

・藤田　金弘様　～入浴毎に衣類交換できています。洗濯は出来ていますが、チェストの

　　　　　　　　　上にバスタオルにくるんだまま衣類を置いている事あり、声掛け要します。促しに表情硬くする事もありますが行なうことは出来ています。

・下口　政子様　～私物の整理整頓は出来ています。コップの汚れが目立つので洗うよう

　　　　　　　　　声掛けしていきましょう。また、バナナをチェストの中に入れている事多く、声掛けし、悪くなりそうな物は早めに食べる事や冷蔵庫へ入れる様伝えていきましょう。

・八森　正様　　～濡れたタオルをそのまま洗面器に入れているのは続いています。その都度干すよう促していきましょう。吐いた痰をそのまま布団を乱雑にたたむ等していますが、声掛けには応じています。引き続き声掛けしていきましょう。また、レストランへの移動時、南病棟への通路で窓の外に痰を飛ばしている事あります。その都度、注意をし、ビニール等にティッシュをいれポケットに持ち歩き、それに排痰する様声掛けしてみましょう。

